
●総合評価制度改正スケジュール
今後のスケジュール
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総合評価競争入札実施要領（現行の概要）

第11条 入札状況等の公表
落札決定を保留したときの入札状況及び落札者を決定したときの
入札状況を入札情報ＨＰで公表

第12条 入札結果に係る疑義の申出
入札結果に疑義があるときは、入札情報が公表された日の午後４時まで

に発注機関に対して書面により当該入札結果に対する説明を求めることが
できる。

総合評価実施
要領の改正

総合評価競争入札実施要領（改正案の概要）

第11条 入札状況等の公表
落札者を決定したときの入札状況を入札情報ＨＰで公表

第12条 入札結果に係る疑義の申出
入札結果に疑義があるときは、落札の決定を保留した旨の通知を受けた

日の午後４時までに発注機関に対して書面により当該入札結果に対する説
明を求めることができる

総合評価技術点に関する調書
（様式第１号〜３号）の廃止
※ＪＶ、紙、特例措置による応札は必要

同日落札決定
の試行（運用）



●総合評価開札までの流れ（現況）

２．公告

１．技術者状況調査
・年度当初（全業者）及び技術者状況に変更があった際に提出（変更は随時（毎週月曜15時締切））

発注者 応札者
・鳥取県入札情報サービス（PPI）に調達公告をエクセルで公開

・測量等業務入札予定DBに案件入力（各所局）
・他事務所の開札日調整に備え案件登録のみ

・PPIから案件検索、公告情報抽出
・応札検討

入札情報システム: Public works Procurement Information service

県土総務課 応札者
・各種登録状況
・技術者の実績（過去３年のテクリス、⺠間）等
・資格証、常勤状況
・資格保有者が適切に様式５に計上されているか
・業務実績（過去５年のテクリス、優良業務表彰履歴）

→ 建設コンサルタント業者管理DBに登録
（締切翌週の火曜に提出者へ登録完了の連絡）

・会社情報（コンサル登録状況、ISO、男女共同参画（ｙ5）等）
・全技術者の登録（技術者番号設定）…様式（全技術者確認表）
・資格区分（技、RCCM、実務経験者、その他等）登録…様式2，4

・技術者数（ｙ1）…様式5，8

・優良業務、若手確認、85点以上実績（ｙ2の基礎データ）…様式9
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●総合評価開札までの流れ（現況）
３．応札（電子入札システム）

応札者
・入札金額、くじ番号、自社点数、男女共同参画状況を入力し応札
（①技術者数（ｙ1）、②配置技術者点数（ｙ2）、③男女共同参画（ｙ5））

y1 y2 y5 y6

入札価格

y1,y2,y5：応札者が入力した値の計算結果
その他：工事監理システムより

y7
3

y1

y2（管理）

y2（照査）

+

y5

応札者入力画面

入札金額

開札画面

001 県土 創夢

002 県土 創次郎

くじ番号



●総合評価開札までの流れ（現況）
３．応札（添付書類）

応札者
・添付様式及び書類（⻘字：技術者状況調査報告に基づき県に登録されている県内常勤技術者を除く。）
①制限付一般競争入札参加申込書（様式第1号）
・会社要件（調達公告で定めがある場合）

委託契約書及び仕様書の写し
テクリスの写し
企業体の場合は当該企業体の協定書の写し
常勤職員が実施したことを証するもの（健康保険・厚生年金被保険者標準報酬決定通知書の写し）

・配置技術者要件
特定資格証（合格証明書の写し、資格者証の写し等）
常勤確認資料（健康保険・厚生年金被保険者標準報酬決定通知書の写し）
調達公告で同種業務履行実績が定められている場合は、テクリスの写し

・県外業者の場合
建コン等登録状況（コンサルタント登録、有資格者数）
常勤職員が実施したことを証するもの
配置予定技術者の常勤確認

②総合評価技術点に関する調書（様式第１号〜３号）
会社技術者点数（ｙ1）
男女共同参画（ｙ5）
配置予定技術者（資格名称、85点以上実績件数等）
会社の手持ち業務件数
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様式２（簡便型土木コン）様式１（地域密着） 様式３（簡便型補償）

様式１

001 県土 創夢 002 県土 創次郎

001 県土 創夢 002 県土 創次郎



発注者
①応札者入力値（自社点数）の確認
技術者状況調査（様式5）を取りまとめたエクセルから①技術者数（ｙ1）、③男女共同参画（ｙ5）を確認

②建設コンサルタント業者管理DBから配置技術者を選択し、②配置技術者の合計点（ｙ2）を確認

③配置技術者の手持ち件数を確認

●総合評価開札までの流れ（現況）
４．開札（その１）

y1 y2 y5 y6

一覧表（エクセル）

← y1 …OK

← y5 …OK

技術者数（会社点数）、男女共同参画

1

1

3

8 2.6

3 1

1

1

3

8 2.6

3 1

建設コンサルタント業者管理DB 管理技術者 照査技術者

y2：8.0+2.6＝10.6…OK1 2

2

応札者提出書類（様式1〜3）

5

y1

y5

001 県土 創夢 002 県土 創次郎

県土 創夢

001 県土 創夢 002 県土 創次郎

工事監理Ｓで確認

6.3

y2

２



発注者
④資格停止DBから資格停止状況を確認

⑤重点確認DBから配置技術者の重複がないことを確認
（重点確認業務となった場合）

●総合評価開札までの流れ（現況）
４．開札（その２）※価格競争も同様

資格停止
…OK

資格停止DB

重点確認DB

応札者提出書類（様式1）

重複なし
…OK
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発注者
⑥公告で定める条件（会社要件、配置技術者要件）の確認

●総合評価開札までの流れ（現況）
４．開札（その３）※価格競争も同様

調達公告

 特定資格

同種業務

履行実績

 特定資格

 同種業務

○○名以上

鳥取県測量等業務制限付一般競争入札実施要綱（平成19年8月1日付第200700065699号鳥取県県土整

備部長通知。以下「実施要綱」という。）別表第４に規定する発注業種に係るＡ級要件を満たすこと。

－

常勤全技術者数

同 種 業 務 実 績

土 木 関 係 建 設

コ ン サ ル タ ン ト 業 務

 管理技術者

 いずれかの部門を有すること。

配

置

技

術

者

要

件

－

設計業務共通仕様書に定める者を配置すること

なお、コンクリート診断士は認めない。

-

 照査技術者

資 格 技 術 者 数

同 種 業 務

 そ　　　　の　　　他
　配置技術者及び担当技術者は、実施要綱に係る技術者状況調査報告に基づき県に登録されている県

内常勤技術者でなければならない。

設計業務共通仕様書に定める者を配置すること

なお、コンクリート診断士は認めない。

-

入

 

札

 

参

 

加

 

者

 

の

 

条

 

件

会

　

社

　

要

　

件

本 店 所 在 地

入 札 参 加 資 格

建設コンサルタント登録

 単独・共同企業体の別  単独

本店の所在地が県内にあること又は鳥取県建設工事等の入札制度に関する規則（平成19年鳥取県規則

第76号）別表第５測量等業務の項の右欄に定める条件を具備していること。

 土木関係建設コンサルタント業務

応札者提出書類（様式１）

５．落札候補者の通知（開札日）
→夜間連携により、開札日の翌日に電子入札システムに開札結果が表示される

６．落札決定（翌日16時）

・会社要件
・配置技術者要件
…OK

↑

（異議申し立て期間）
↓
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001 県土 創夢 002 県土 創次郎



●総合評価開札までの流れ（改修後）

２．公告

１．技術者状況調査
・年度当初（全業者）及び技術者状況に変更があった際に提出（年度当初は4月末、以降は随時（毎週月曜15時締切））

発注者 応札者
・鳥取県入札情報サービス（PPI）に調達公告をエクセルで公開

・測量等業務入札予定DBに案件入力（各所局）
他事務所の開札日調整に備え案件登録のみ

・工事監理Ｓ（入札情報登録画面）に業務分野、コンクリート診
断士の可否を登録

・PPIから案件検索、公告情報抽出
・応札検討
・応札前に電子入札画面で自社点数を確認（詳細は次項）

入札情報システム: Public works Procurement Information service

県土総務課 応札者
・各種登録状況
・技術者の実績（過去３年のテクリス、⺠間）等
・資格証、常勤状況
・資格保有者が適切に様式５に計上されているか
・業務実績（過去５年のテクリス、優良業務表彰履歴）

→ 建設コンサルタント業者管理DBに登録
（締切翌週の火曜に提出者へ更新予定の連絡）
工事監理Ｓ経由で全技術者情報を電子入札システムに連携

・会社情報（コンサル登録状況、ISO、男女共同参画（ｙ5）等）
・全技術者の登録（技術者番号設定）…様式（全技術者確認表）
・資格区分（技、RCCM、実務経験者、その他等）登録…様式2，4

・技術者数（ｙ1）…様式5，8

・優良業務、若手確認、85点以上実績（ｙ2の基礎データ）…様式9
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●総合評価開札までの流れ（改修後）
２．自社点数の事前確認（電子入札システム）

応札者
・入札状況一覧画面に、技術点数「表示」ボタンを追加
（総合評価の案件のみボタンが表示されます）

・配置可能技術者が存在する場合は、
「技術点数等内訳情報（総合評価）」画面に遷移
（配置予定可能な技術者が存在しない場合はエラー画面）

・「技術点数等内訳情報（総合評価）」画面で、登録済の
技術者番号・氏名と保有資格をプルダウンで選択すると
評価点数（ｙ2）が表示される

・会社技術者点数（ｙ1：簡便型のみ）、男女共同参画（ｙ5）は
データ取込日の翌日の情報が表示される

・会社の手持ち業務件数（ｙ3）、資格停止（ｙ6）、
事業所位置（ｙ8：地域密着のみ活用）は開札日に最新データに
更新されるため注意が必要

→適切に表示されない、選択できないなど
異議があれば応札前に県土総務課に連絡

（データ修正の翌日に電子入札Ｓに反映するため、
締切前日までに連絡のあったもののみ対応）

9

※エラー画面

・配置予定技術者を選択すると
y2（赤枠）を再計算

・y1（会社技術者点数）と・y5（男女
共同参画）もこの画面で事前確認

→違っていれば応札前に
県土総務課へ連絡（締切日不可）

⻘枠は開札時の点数（非表示）y2y1 y5



●総合評価開札までの流れ（改修後）
２．自社点数の事前確認（電子入札システム）

応札者
各値の取込日と表示内容の状態

・取込翌日
工事監理システムで技術者データをアップロードした日の翌日

・開札予定日
工事監理システムの「YK3G4020入札情報」画面の入札日

・開札日
入札状況登録画面で発注者が登録ボタンを押下した日

※１ データ取込翌日の点数を表示
※２ 開札日の前日に工事監理Ｓ側で計算した点数を表示
※３ 登録後に、入札状況登録画面に表示された点数

発注者側で点数を変更して再計算した場合、変更後の
点数が表示（※紙入札業者を想定した機能です）

※４ プルダウンから技術者および、保有資格を切り替えると
点数を再計算して表示
（応札時に選択した技術者点数（y2）で開札）

※５ データ取込翌日の点数を表示
※６ 開札日の前日に工事監理システム側で計算した点数を表示

開札予定日より後に開札を行った場合、開札予定日の値を表示

10

（１）案件取込～応札前

簡便型

ｙ１ ｙ２ ｙ３ ｙ５ ｙ６ ｙ７ ｙ８

更新日 取込翌日 取込翌日 取込翌日

評価点数 ※１ ※４ 0.000 ※１ 0.00 0.00 0.00

地域密着型

ｙ１ ｙ２ ｙ３ ｙ５ ｙ６ ｙ７ ｙ８

更新日 取込翌日

評価点数 0.00 ※４ 0.000 0.00 0.00 0.00 0.00

（２）応札後～開札の前日まで

簡便型

ｙ１ ｙ２ ｙ３ ｙ５ ｙ６ ｙ７ ｙ８

更新日 取込翌日 取込翌日 取込翌日

評価点数 ※５ ※５ 0.000 ※５ 0.00 0.00 0.00

地域密着型

ｙ１ ｙ２ ｙ３ ｙ５ ｙ６ ｙ７ ｙ８

更新日 取込翌日

評価点数 0.00 ※５ 0.000 0.00 0.00 0.00 0.00

（３）開札日～開札後の登録処理前

簡便型

ｙ１ ｙ２ ｙ３ ｙ５ ｙ６ ｙ７ ｙ８

更新日 取込翌日 取込翌日 開札日 取込翌日 開札日 開札日

評価点数 ※１ ※１ ※６ ※１ ※６ ※６ 0.00

地域密着型

ｙ１ ｙ２ ｙ３ ｙ５ ｙ６ ｙ７ ｙ８

更新日 取込翌日 開札日 開札日 開札日 開札日

評価点数 0.00 ※１ ※６ 0.00 ※６ ※６ ※６

（４）開札後の登録処理を行った以降

簡便型

ｙ１ ｙ２ ｙ３ ｙ５ ｙ６ ｙ７ ｙ８

更新日 開札日 開札日 開札日 開札日 開札日 開札日

評価点数 ※３ ※３ ※３ ※３ ※３ ※３ 0.00

地域密着型

ｙ１ ｙ２ ｙ３ ｙ５ ｙ６ ｙ７ ｙ８

更新日 開札日 開札日 開札日 開札日 開札日

評価点数 0.00 ※３ ※３ 0.00 ※３ ※３ ※３



県土総務課・応札者（木曜更新ver）
・技術者状況調査提出と電子入札システムのデータ更新スケジュール
（技術者状況調査締切（月曜１５時）、データ表示期間が確保できない場合はデータ送信を前倒し）

曜日 (月) （火） （水） （木） （⾦） （土） （日）
1 2 3 4 5 6 7

①締切（〜15時） ①審査 ①審査 ①審査 ①審査
②受付（15時〜） ②受付 ②受付 ②受付 ②受付 ②受付 ②受付

電子入札

8 9 10 11 12 13 14
①とりまとめ ①更新予定メール ①データ送信
②締切（〜15時） ②審査 ②審査 ②審査 ②審査
③受付（15時〜） ③受付 ③受付 ③受付 ③受付 ③受付 ③受付

電子入札 （①データ取込） ①データ表示 （システム停止） （システム停止）

15 16 17 18 19 20 21
②とりまとめ ②更新予定メール ②データ送信
③締切（〜15時） ③審査 ③審査 ③審査 ③審査
④受付（15時〜） ④受付 ④受付 ④受付 ④受付 ④受付 ④受付

電子入札 ①データ表示 ①データ表示 ①データ表示 ①データ表示
（②データ取込）

②データ表示 （システム停止） （システム停止）

22 23 24 25 26 27 28
③とりまとめ ③更新予定メール ③データ送信
④締切（〜15時） ④審査 ④審査 ④審査 ④審査
⑤受付（15時〜） ⑤受付 ⑤受付 ⑤受付 ⑤受付 ⑤受付 ⑤受付

電子入札 ②データ表示 ②データ表示 ②データ表示 ②データ表示
（③データ取込）

③データ表示 （システム停止） （システム停止）

29 30 31
④とりまとめ ④更新予定メール ・・・
⑤締切（〜15時） ⑤審査 ⑤審査 ・・・
⑥受付（15時〜） ⑥受付 ⑥受付 ・・・

電子入札 ③データ表示 ③データ表示 ③データ表示 ・・・

第４週
技術者
状況調査

第５週
技術者
状況調査

第１週
技術者
状況調査

第２週
技術者
状況調査

第３週
技術者
状況調査

●総合評価開札までの流れ（改修後）
２．自社点数の事前確認（電子入札システム）
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Ａ社：技術者状況調査提出

応札

開札

➡②期間として受付

➡①のデータで応札

➡Ａ社：①のデータで開札
➡Ｂ社：②のデータで開札

・Ｂ社（⻘）のように２２日に確認し、修正依頼があった場合は、対応（データ修正）できません。

応札➡②のデータで応札

Ｂ社：技術者状況調査提出 ➡②期間として受付



●総合評価開札までの流れ（改修後）
３．応札（電子入札システム）

応札者
・入札金額、くじ番号、技術者点数、 ・入札金額、くじ番号、配置予定技術者と保有資格を入力（選択）し応札
男女共同参画状況を入力し応札
①技術者数（ｙ1）、②配置技術者点数（ｙ2）、
③男女共同参画（ｙ5）

y1

y2（管理）

y2（照査）

+

y5

応札者入力画面（現）

入札金額

12

不要

くじ番号

くじ番号

技術者点数

配置予定技術者、保有資格
をリストから選択
※総合評価による案件のみ

総合評価応札者入力画面（R6.4月から）

提出内容確認ボタン押下後、申込内容を印刷できます
※技術者の評価点数はシステム上、この画面では表示しません。
事前確認日と応札日が異なる場合は、応札前に再度ご確認ください。

↑入札金額（表示略）

提出前の
最終確認



●総合評価開札までの流れ（改修後）
３．応札（電子入札システム）

応札者（ＪＶ応札の場合）
・ＪＶ参加にチェックを入れる→配置技術者の選択内容が
・入札金額、くじ番号、会社技術者点数（y1）、配置予定技術者の合計点（ｙ2）、男女共同参画認定状況（ｙ5）を入力し応札

13

ＪＶ応札の場合、
計算結果を直接入力
※試行様式２又は３と
整合をとること。

y1

y2

y5

✓

提出前の
最終確認

12.3

8.8

1.0



●総合評価開札までの流れ（改修後）
３．応札（添付書類）

応札者
・添付様式及び書類（⻘字：技術者状況調査報告に基づき県に登録されている県内常勤技術者を除く。）
①制限付一般競争入札参加申込書（様式第1号）
・会社要件（調達公告で定めがある場合）

委託契約書及び仕様書の写し
テクリスの写し
企業体の場合は当該企業体の協定書の写し
常勤職員が実施したことを証するもの（健康保険・厚生年金被保険者標準報酬決定通知書の写し）

・配置技術者要件
特定資格証（合格証明書の写し、資格者証の写し等）
常勤確認資料（健康保険・厚生年金被保険者標準報酬決定通知書の写し）
調達公告で同種業務履行実績が定められている場合は、テクリスの写し

・県外業者の場合
建コン等登録状況（コンサルタント登録、有資格者数）
常勤職員が実施したことを証するもの
配置予定技術者の常勤確認

②総合評価技術点に関する調書（試行様式第１号〜３号）
会社技術者点数（ｙ1）
男女共同参画（ｙ5）
配置予定技術者（資格名称、85点以上実績件数等）
配置予定技術者点数（合計点数） ←追加
会社の手持ち業務件数

14

様式２（簡便型土木コン）様式１（地域密着） 様式３（簡便型補償）

様式１

001 県土 創夢 002 県土 創次郎

配置予定技術者点数（合計） ＿＿ 点

配置予定技術者点数（合計） ＿＿ 点 配置予定技術者点数（合計） ＿＿ 点

Ｒ６．４月からは
ＪＶ、紙、特例措置による
応札のみ



発注者
①②応札者技術点数の確認
開札画面で
・会社技術者点数（ｙ1）
・配置予定技術者点数（ｙ2）

を確認

③配置技術者の手持ち件数を確認
・工事監理システムで技術者の手持件数を確認（詳細は事項）

●総合評価開札までの流れ（改修後）
４．開札（その１）

応札者提出書類（試行様式）

15

001 県土 創夢 002 県土 創次郎

6.3 y1

y1 y2 y5 y6

配置予定合技術者点数（合計） １０．６点

１ ２

手持ち件数y2

道路設計

技術士

道路部門

技術士

道路部門

３

●●共同企業体

Ｒ６．４月からは
ＪＶ、紙、特例措置による
応札のみ確認



発注者
※配置技術者の手持ち件数
事前作業：選任通知受理時に工事監理システム（監督員情報画面）に
配置技術者を登録（リストから選択）
（開札時に印刷しておく）入札書に登録された技術者と同一であること

テスト01技術者

テスト02技術者

●総合評価開札までの流れ（改修後）
４．開札（その１補足）

16



発注者
開札時：工事監理システム（業務実績一覧）で手持ち件数を確認（３件未満）

●総合評価開札までの流れ（改修後）
４．開札（その１補足）

17

（例）簡便型１件
→手持ち件数３件未満…OK

①応札者確認画面へ遷移

②配置予定技術者の実績確認ボタン（今回追加）

③配置予定技術者の手持ち業務表示

簡便型１件→

テスト01技術者



発注者
④資格停止DBから資格停止状況を確認

⑤重点確認DBから配置技術者の重複がないことを確認
（重点確認業務となった場合）

●総合評価開札までの流れ（改修後）※変更なし

４．開札（その２）※価格競争も同様

資格停止
…OK

資格停止DB

重点確認DB

重複なし
…OK

18

応札者提出書類（様式１）（試行期間に関係なく要提出）



発注者
⑥公告で定める条件（会社要件、配置技術者要件）の確認

●総合評価開札までの流れ（改修後）
４．開札（その３）※価格競争も同様

調達公告

 特定資格

同種業務

履行実績

 特定資格

 同種業務

○○名以上

鳥取県測量等業務制限付一般競争入札実施要綱（平成19年8月1日付第200700065699号鳥取県県土整

備部長通知。以下「実施要綱」という。）別表第４に規定する発注業種に係るＡ級要件を満たすこと。

－

常勤全技術者数

同 種 業 務 実 績

土 木 関 係 建 設

コ ン サ ル タ ン ト 業 務

 管理技術者

 いずれかの部門を有すること。

配

置

技

術

者

要

件

－

設計業務共通仕様書に定める者を配置すること

なお、コンクリート診断士は認めない。

-

 照査技術者

資 格 技 術 者 数

同 種 業 務

 そ　　　　の　　　他
　配置技術者及び担当技術者は、実施要綱に係る技術者状況調査報告に基づき県に登録されている県

内常勤技術者でなければならない。

設計業務共通仕様書に定める者を配置すること

なお、コンクリート診断士は認めない。

-

入

 

札

 

参

 

加

 

者

 

の

 

条

 

件

会

　

社

　

要

　

件

本 店 所 在 地

入 札 参 加 資 格

建設コンサルタント登録

 単独・共同企業体の別  単独

本店の所在地が県内にあること又は鳥取県建設工事等の入札制度に関する規則（平成19年鳥取県規則

第76号）別表第５測量等業務の項の右欄に定める条件を具備していること。

 土木関係建設コンサルタント業務

応札者提出書類

５．落札候補者の通知

６．落札決定
（翌日16時）

・会社要件
・配置技術者要件
…OK

↑

（異議申し立て期間）
↓

５．落札候補者の通知 （応札者）
・技術点数等内訳情報（総合評価）画面にて、
開札日に点数を再確認し、異議があれば
当日中に申立て

（発注者）
・開札時の内容確認は価格競争と同内容+手持ち
件数の確認のみ

・価格競争と同様に、開札日に落札決定を行う。

19

６．落札決定
（開札日の16時）

↑

（異議申し立て期間）
↓

Ｒ７試行（予定）



●システム改修による作業内容の変更（まとめ）
県土総務課・発注者 応札者

技術者
状況調査

・登録完了メール ➡ 更新予定メール

・技術者データをDB、工事監理Ｓ、エクセルに登録
➡技術者データを電子入札システムへ送信

・技術者点数の登録完了メール（火曜）
➡技術者点数に変更の無い場合は従来どおりメールで受信確認
➡技術者点数に変更のある場合は登録内容を電子入札Ｓで事前
確認できる

調達公告 ・工事監理Ｓに業務分野を登録
➡工事監理Ｓに業務分野及びコンクリート診断士
の可否を登録

応札 ・配置予定技術者等の技術点数を電子入札Ｓに入力し応札
➡配置予定技術者・資格を電子入札Ｓで選択し、総合評価点数
を事前確認のうえ応札

（添付資料）
①制限付一般競争入札参加申込書（様式第１号）
②総評技術点に関する調書（第１号〜３号）
➡R６はＪＶ応札のみ試行様式（第２号又は３号）を提出

開札 ・応札者入力値の確認
（会社点数ｙ1、技術者点数ｙ2、男女ｙ5）
・技術者手持件数の確認
・価格競争と同内容の審査

（R６試行）
➡・技術者手持件数の確認
・価格競争と同内容の審査
・同日落札決定の移行検証

・開札日の翌日にPPIに公開される配点を確認し、
異議申し立て（あれば）
➡開札日に電子入札Sで公開される技術者点数を確認し、
異議申し立て（あれば）
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特例措置（重要）
以下の要件にすべて当てはまる場合に限り、開札時にデータ更新を行います。
①配置予定技術者を提出し、データ更新と同一週もしくは翌週に行われる開札
②更新〜締切のデータ表示期間に発注者側にシステムトラブルがあり技術者点数の事前確認ができない
③締切日１６時までに発注機関に事前連絡のうえ、試行様式を添付して応札

（P11のB社の例）
・5日に技術者状況調査提出、19日（金）に更新データを確認しようとしたが、発注者側のシステムトラブル
・22日（月）締切日にシステム復旧、事前確認したところ間違いが発覚

Ｒ６．４月からは
ＪＶ、紙、特例措置による
応札のみ確認


